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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第88期
第１四半期
連結累計期間

第89期
第１四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 2,744 2,650 11,553

経常利益 (百万円) 207 34 568

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(百万円) 225 △67 606

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 207 △232 617

純資産額 (百万円) 16,295 16,339 16,705

総資産額 (百万円) 27,272 25,686 26,254

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は四半期純損失金
額(△)

(円) 8.39 △2.53 22.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 59.8 63.6 63.6

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第88期第１四半期連結累計期間及び第88期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第89期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要等を背景とする緩やかな回復の兆しがみ

られるものの、海外経済の減速や長期的な円高傾向などにより先行き不透明な状況で推移しました。

当社グループの主要取引先であります紙パルプ業界におきましては、国内需要が低迷するなど、依然

として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社グループの連結売上高は2,650百万円（前年同期比3.4％減）となりまし

た。損益の状況につきましては、全社的なコスト削減対策に努めましたものの、需要の低迷に伴う売上

高の減少等により、連結営業利益は46百万円（前年同期比77.7％減）、連結経常利益は34百万円（前年

同期比83.4％減）となりました。また、投資有価証券評価損等を特別損失に計上したことにより四半期

純損失は67百万円（前年同期は四半期純利益225百万円）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりです。

＜抄紙用具関連事業＞

（日本）

内需につきましては、懸命な受注活動を展開しましたが、厳しい市場環境により抄紙用フエルト

及び抄紙用ベルトともに販売数量は減少を余儀なくされました。輸出につきましては、積極的な拡

販活動が奏功し抄紙用ベルトの販売数量は増加いたしましたが、抄紙用フエルトの販売数量は横

ばいとなりました。この結果、売上高は1,950 百万円（前年同期比1.2％減）、セグメント利益は

238百万円（前年同期比31.5％減）となりました。

（北米）

抄紙用ベルトの販売数量は増加いたしましたが、抄紙用フエルトの販売数量が減少したことに

加え、ドル安の影響により、売上高は230百万円（前年同期比0.3％減）、セグメント利益は10百万

円（前年同期比67.7％増）となりました。
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（欧州）

抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに販売数量は増加いたしましたが、ユーロ安の影響によ

り、売上高は306百万円（前年同期比14.3％減）、セグメント利益は13百万円（前年同期比58.1％

減）となりました。

（中国）

抄紙用ベルトの販売数量は増加いたしましたが、抄紙用フエルトの販売数量が減少したことに

より、売上高は59百万円（前年同期比24.9％減）、セグメント利益は12百万円（前年同期比25.6％

減）となりました。

＜工業用事業＞

内需は減少いたしましたが、輸出が増加したことにより、売上高は102百万円（前年同期比1.2％

増）、セグメント損失は6百万円（前年同期比128.1％増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ567百万円減少し、

25,686百万円となりました。これは主として受取手形及び売掛金が279百万円、有形固定資産が267百万

円それぞれ減少したことによるものです。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ201百万円減少し、9,347百万円となりました。これは

主として賞与引当金が148百万円、固定負債のリース債務が92百万円それぞれ減少したことによるもの

です。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ366百万円減少し、16,339百万円となりました。これ

は主として利益剰余金が202百万円、その他有価証券評価差額金が109百万円それぞれ減少したことに

よるものです。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は75百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 94,169,000

計 94,169,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,835,75829,835,758
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
なお、単元株式数は1,000株で
あります。

計 29,835,75829,835,758― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 29,835,758 ― 3,594,803 ― 2,322,038

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,009,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,636,000
26,636同上

単元未満株式
普通株式

190,758
― 同上

発行済株式総数 29,835,758― ―

総株主の議決権 ― 26,636 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式670株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
イチカワ株式会社

東京都文京区
本郷2丁目14－15

3,009,000 ― 3,009,00010.08

計 ― 3,009,000 ― 3,009,00010.08

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,100,482 2,142,670

受取手形及び売掛金 ※
 4,536,089

※
 4,256,581

商品及び製品 1,872,610 1,953,297

仕掛品 953,551 990,482

原材料及び貯蔵品 334,014 361,361

繰延税金資産 180,670 218,754

未収還付法人税等 14,495 28,605

その他 72,602 80,740

貸倒引当金 △3,809 △3,530

流動資産合計 10,060,706 10,028,962

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,381,312 7,263,118

リース資産（純額） 2,658,750 2,572,688

その他（純額） 3,470,990 3,408,018

有形固定資産合計 13,511,052 13,243,825

無形固定資産 97,050 83,455

投資その他の資産

投資有価証券 2,510,159 2,254,041

繰延税金資産 22,713 22,900

その他 116,239 116,337

貸倒引当金 △63,581 △62,819

投資その他の資産合計 2,585,530 2,330,459

固定資産合計 16,193,634 15,657,740

資産合計 26,254,340 25,686,703
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 699,718 653,123

短期借入金 784,280 778,620

リース債務 363,889 366,937

未払法人税等 84,058 35,452

賞与引当金 298,845 150,713

その他 887,705 1,183,165

流動負債合計 3,118,496 3,168,011

固定負債

長期借入金 365,000 300,000

リース債務 2,484,314 2,391,508

退職給付引当金 2,265,029 2,245,067

その他 1,315,955 1,243,042

固定負債合計 6,430,299 6,179,618

負債合計 9,548,795 9,347,629

純資産の部

株主資本

資本金 3,594,803 3,594,803

資本剰余金 2,322,847 2,322,847

利益剰余金 11,906,951 11,704,917

自己株式 △1,061,558 △1,061,577

株主資本合計 16,763,044 16,560,991

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 185,398 75,741

為替換算調整勘定 △242,897 △297,660

その他の包括利益累計額合計 △57,498 △221,918

純資産合計 16,705,545 16,339,073

負債純資産合計 26,254,340 25,686,703

EDINET提出書類

イチカワ株式会社(E00572)

四半期報告書

 9/17



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 2,744,113 2,650,471

売上原価 1,717,554 1,767,107

売上総利益 1,026,558 883,363

販売費及び一般管理費 816,197 836,519

営業利益 210,360 46,844

営業外収益

受取配当金 34,658 30,325

その他 9,541 7,950

営業外収益合計 44,199 38,276

営業外費用

支払利息 39,044 32,016

為替差損 3,622 16,113

その他 4,038 2,421

営業外費用合計 46,705 50,551

経常利益 207,854 34,568

特別損失

投資有価証券評価損 － 89,270

減損損失 － 1,842

災害による損失 2,479 －

特別損失合計 2,479 91,113

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

205,375 △56,545

法人税、住民税及び事業税 33,826 50,372

法人税等調整額 △53,605 △39,144

法人税等合計 △19,779 11,227

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

225,154 △67,773

四半期純利益又は四半期純損失（△） 225,154 △67,773
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

225,154 △67,773

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,173 △109,656

為替換算調整勘定 △11,683 △54,762

その他の包括利益合計 △17,857 △164,419

四半期包括利益 207,296 △232,192

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 207,296 △232,192
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しています。

この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれています。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 27,969千円 22,078千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第

１四半期連結累計期間における減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年６月30日）

　 減価償却費 372,722千円　 減価償却費 328,687千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 107,315 4.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 134,130 5.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 　　(単位：千円)

　

報告セグメント

調整額　　　　
(注)１
 

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

抄紙用具関連事業
工業用
事業

計
日本 北米 欧州 中国

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,973,451231,647358,17879,417101,4182,744,113― 2,744,113

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

458,980 ― ― 30,4035,268494,652(494,652)―

計 2,432,431231,647358,178109,821106,6863,238,766(494,652)2,744,113

セグメント利益又は
損失(△)

347,6406,37131,13916,447△2,963398,636(188,275)210,360

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△188,275千円には、セグメント間消去16,782千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△346,958千円、棚卸資産の調整額138,586千円、為替レート差額△197千円、貸倒引当

金の修正等3,512千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用

であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 　　(単位：千円)

　

報告セグメント

調整額　　　　
(注)１
 

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

抄紙用具関連事業
工業用
事業

計
日本 北米 欧州 中国

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,950,308230,991306,82859,680102,6622,650,471― 2,650,471

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

389,725 ― ― 34,9213,418428,065(428,065)―

計 2,340,033230,991306,82894,601106,0813,078,536(428,065)2,650,471

セグメント利益又は
損失(△)

238,08810,68613,05212,241△6,757267,310(220,466)46,844

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△220,466千円には、セグメント間消去8,893千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△343,934千円、棚卸資産の調整額125,778千円、為替レート差額△10,059千円、貸倒

引当金の修正等△1,144千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係

る費用であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しています。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、

当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人

税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基

づく方法に変更しています。

この変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額又は四半期
　　純損失金額(△)

８円39銭 △２円53銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額又は
    四半期純損失金額(△)(千円)

225,154 △67,773

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額
    又は四半期純損失金額(△)(千円)

225,154 △67,773

    普通株式の期中平均株式数(千株) 26,828 26,826

(注) １　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載していません。

２　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年８月１０日

イチカワ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　江　　見　　睦　　生　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　芳　　野　　博　　之　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイチ
カワ株式会社の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成２４年４月１日から平成２４年６月３０日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成２４年４月１日
から平成２４年６月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イチカワ株式会社及び連結子会社の平成２４
年６月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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